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ここが違う、ここがすごい、最新機能を徹底比較

機能面ではほとんど横一線に並んだ、ネットスケープナビゲーター3.0とイン

ターネットエクスプローラ3.0。実力の均衡した2つの最新のブラウザーを前に、

「ユーザーはどちらを選べばいいのか」、「ホームページ製作者はどちらを基準にページを作成すれ

ばいいのか」、などの疑問は深まるばかりだ。

そこで編集部ではこれらの疑問に答える第1段階として、2つのブラウザーの実力、互換性などを

徹底比較してみた。題して、緊急企画「ネットスケープナビゲーター3.0 vsインターネットエク

スプローラ3.0」、ブラウザー戦争の行方を占うガイドブックにしてほしい。

【比較条件】現時点ではインターネットエクスプローラ3.0はウィンドウズ95、ウィンドウズNT版のみのリリースとなっている。したがって今回は、両ブラウザーがサポート
しているウィンドウズ95での動作を比較する（ネットスケープナビゲーター3.0は、ウィンドウズ、マッキントッシュ、UNIXなど多数のプラットフォームをサポートしている）。
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Battle Menu ROUND1便利な機能をチェック ROUND2プラグイン vs ActiveXコントロール ROUND3Javaスクリプト vs ActiveXスクリプト

ROUND4 マルチメディア ROUND5 最新のHTML拡張 ROUND6「違い」と「すごい」を総まとめ

緊急
企画
 

日本語インターネットエクスプローラ3.0正式版

cCD-ROM収録先：Win→Msie30

ネットスケープナビゲーター3.0正式版

入手先jhttp://home.netscape.com/

comprod/mirror/client_download.html

illustrator : Ebisu Yoshikazu
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2
スタートページの登録
ブラウザーを起動したときに最初にアクセスするページは、
「Options」メニューの「General Preference」を開き、
「Browser Start With:」のテキストボックスにURLを入力す
れば変更できる。初期設定ではネットスケープ社のホームペ
ージが登録されている。

便利な機能をチェック
ブラウザーを比較するうえで、操作性は大きなポイントになる。よくアクセスするページを登録
しておくブックマーク、世界中のページを見るための言語サポート。また、ホームページ制作者
にとっては、HTMLソースの表示方法なども気になる点だ。ROUND 1では、3.0から新たに加わ
った新機能を中心に、両ブラウザーの操作性を比較してみよう。
まずは、メール、ニュース、FTP機能を標準で装備した多機能ブラウザー「ネットスケープナビ
ゲーター3.0」の便利な機能を紹介する。

インターネットツールを1つにまとめた多機能ブラウザー
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ネットスケープナビゲーター3.0

1
ツールバーのカスタマイズ
「Opt ions」メニューの「Show
Location」、「 Show Directory
Buttons」のチェックをはずすと、
それぞれの領域が表示されなくなる。

3 5

6
7

フレーム対応メニュー
ネットスケープには、フレームに対応した便利
な機能がいくつか用意されている。「File」メニ
ューの「Mail Frame」は、選択したフレームを
HTMLファイルとしてメール送信する。「Print
Frame」は選択したフレームを印刷する。
「Save Frame As...」は選択したフレームを別
名で保存する。「View」メニューの「Frame
Source」は選択したフレームのHTMLソース
を表示する。

言語の変更
ブラウザーで表示される言語の変更は「Options」メニューの
「Document Encoding」で行う。ネットスケープは標準で、
西ヨーロッパ言語、日本語をはじめ9か国語をサポートしてい
る。ただし、文字の表示は使用しているOSに依存するので、
日本語ウィンドウズ環境では、日本語と西ヨーロッパ言語以
外の表示はできない。

Javaアプレットがうまく動作しないときは、Western（Latin1）
にしよう。

FTP機能
ネットスケープはFTPクライアント
として、ファイルのダウンロードだ
けでなく、アップロードもできる。
ファイルをサーバーにアップロード
するには、サーバー内の目的のフォ
ルダーをクリックして、「File」メニ
ューの「Upload File」をクリックす
ればよい。次に、どのファイルをサ
ーバーに送るかを選択すればアップ
ロードが始まる。

メールソフトの起動
ネットスケープには標準で電子メ
ール機能が組み込まれている。こ
の手紙の絵のボタンを押すとメー
ルソフトが起動して、電子メール
の送受信ができる。

4
インターネットショートカットの作成

鎖のアイコンがついたボタンを
マウスでデスクトップにドラッ
グアンドドロップすれば、表示
されているページのショートカ
ットが作成される。
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緊急企画 
ネットスケープナビゲーター3.0
インターネットエクスプローラ3.0

圧倒的多数のユーザーに使用されてきたネットスケープは、その操作性においてもこれといって
不満はない。この強敵を前にして、インターネットエクスプローラはどのような機能で対抗する
のか。マイクロソフト社が最も強調しているのは「カスタマイズ性」だ。ツールバーをマウスの
ドラッグで簡単に変更でき、お気に入りのリンクボタンも登録できる。ネットスケープを使い慣
れたユーザーにとって、「インターネットエクスプローラ3.0」は使いやすいブラウザーなのか？早
速見ていくことにしよう。

好みに合わせてブラウザーをカスタマイズ

2

4

8

7

1

6

5

インターネットエクスプローラ3.0

9

インターナショナルエクステンションの
入手先

jhttp://www.microsoft.com/m
sdownload/ieadd/03.htm

3

スムーズスクロール
スクロールバーのレールの部分をク
リックすると、ページがなめらかに
スクロールする。この機能を使うに
は、「表示」メニューの「オプショ
ン」から「詳細設定」を選択し、
「スムーズスクロールの使用」をチ
ェックすればよい。

フレームのソース表示
フレームを使ったページでは、それぞれの
フレームの上で右クリックをして「ソース
の表示」を選択すればHTMLソースが表
示される。

検索ページに行かずに簡単検索
普段はURLを入力する「アドレス」欄
に、「find」につづけて検索したいキー
ワードを入力すると、日本のYAHOO
ページにジャンプして検索結果が返っ
てくる。例えば、ショックウェーブに
ついて検索したければ、上図のように
「 find shockwave」と入 力 して、
「Enter（Return）」を押せばよい。

スタートページ、検索ページ、クイックリンク
「表示」メニューの「オプション」から「ページ」を選
択すると上の画面になる。ここでスタートページと検
索ページ、クイックリンクを設定できる。登録したい
ページにアクセスして「現在のページを使用」をクリッ
クすれば、URLを入力することなく登録が完了する。
またクイックリンクとして登録すると、ツールバーの
「リンク」ボタンが自分の好きなページへのジャンプボ
タンになる。

「お気に入りの整理」ウィンドウでは、登録されたサ
イトをフォルダー単位で簡単に整理できる。

「お気に入り」の追加と整理
表示しているページを「お気に入り」メニューに登
録する際に、自分の好きな名前を付けられる。

フォントサイズの変更
ブラウザーで表示されるフォントのサイズは、「フォン
ト」ボタンをクリックするだけで変更できる。

ツールバーのカスタマイズ
ツールバーの上にマウスカーソルをのせ、 や手の形に
なったところでドラッグすれば、ツールバーを好みのサ
イズに変更できる。

言語の変更
右下の地球と旗の絵のボタンを押すと、
ブラウザーで表示される言語の変更がで
きる。表示可能な言語を追加するには、
マイクロソフト社が無料で配布している
「インターナショナルエクステンション」
というキットをセットアップすればよい。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



エクスプローラ対応サイトにアクセス フューチャーウェーブソフトウェア社のホームページ
jhttp://www.futurewave.com/fsindex.html

プラグイン
ブラウザーの機能を拡張するという意味では、ネットスケープの「プラグイン」とインターネット
エクスプローラの「ActiveXコントロール」は同じものだと言える。また、ネットスケープにプラ
グインがセットアップされていれば、インターネットエクスプローラはそれを利用してファイルを
再生できる。同じように見える両者の違いを決定的にしたのは、マイクロソフト社が開発した、
「オートインストール」機能だろう。オートインストールはユーザーにとって、本当に便利な機能
なのか。ROUND2では、両者の入手方法とセットアップ方法の違いに焦点をあててみよう。

ActiveXコントロールVSVS

入手方法とセットアップ方法の違いは？
【比較方法】

プラグイン対応と
ActiveXコントロー
ル対応のページに、
これらをセットアッ
プしていない状態で
アクセスして、どの
ようにセットアップ
が進むかを比較する。

インターネットエクスプローラの場合（ActiveXコントロール対応サイト）

ネットスケープナビゲーターの場合

1

2

1

2

ページにアクセスすると、左下に「コンポーネン

トをインストールしています」と表示され、自動

的にフューチャースプラッシュActiveXコントロ

ールのダウンロードが始まる。

フューチャーウェーブソフトウェア社の制作した

セットアップファイルに、不正な変更が加えられて

いないという認証が表示される。ここで「はい」

をクリックすると、セットアップが終了し、フュー

チャースプラッシュのアニメーションが表示され

る。

21

1

ページにアクセスすると、「Plugin Not Loaded」

のメッセージが表示される。ここで「Get the

Plugin」をクリックする。

「Download FutureSplash Player」というペー

ジにジャンプする。ここからフューチャースプラ

ッシュプレーヤーをダウンロードし、入手したフ

ァイルを起動してセットアップを行う。この後、

ネットスケープを再起動して、最初のページにも

う一度アクセスするとフューチャースプラッシュ

のアニメーションが見られる。

CBSニュースページ
jhttp://uttm.com/vdo/welcome.html
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VDOLiveビデオプレーヤーをインターネットエクスプローラで動作させるにはプレー
ヤーのダウンロードサイトにある「npvdo32.dll」というファイルを入手し、
Microsoft Internetフォルダーの中のPluginsフォルダーにコピーする。

VDOLiveビデオプレーヤーとnpvdo32.dllの入手先
jhttp://www.vdo.net/cgi-bin/ftpflip.cgi?1&1&e&/pub/ vdoaxb2.exe

ページにアクセスしても何も起こらない。VDO

Liveビデオプレーヤーが表示される部分をクリッ

クすると、「オブジェクト ハンドラ検出エラー」

と表示される。ここで「はい」をクリックすると、

ActiveXコントロールの一覧ページにジャンプす

る。ここから必要なコントロールを自分で探して

ダウンロードする。

インターネットエクスプローラの場合（ActiveXコントロール非対応サイト）

21

2

従来のプラグインサイトにアクセス
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緊急企画 
ネットスケープナビゲーター3.0
インターネットエクスプローラ3.0

プラグイン
（ネットスケープナビゲーター）

どのプラグインが必要なのかを

的確に表示し、ユーザーを入手場所（ネットスケ

ープ社のPlugin Finderまたはプラグイン配布元

のホームページ）に誘導する。

プラグインをセットアップした

あとブラウザーを再起動するため、ページの表示

が中断される。

ActiveXコントロール
（インターネットエクスプローラ）

オートインストールが行われる

と、すぐにファイルの再生が始まる。ユーザーは

面倒なセットアップ作業から解放される。

すべてのサイトがオートインスト

ールをサポートしているわけではない。オートイン

ストールが行われない場合、ユーザーがコントロ

ールの入手場所をさがす。

LiveConnect機能を使ったネットスケープ社のプロモ
ーションページ。ビデオやJavaスクリプトが同時に動
作し、音楽も流れる。インターネットエクスプローラで
は「Tour Start」をクリックしても何も起こらない。
jhttp://home.netscape.com/comprod/tour
/nav3/tour_home.html（Tour Startをクリック）

両ブラウザ
ーともにJava

アプレットに対応
し、Just-In-Time

（JIT）コンパイラーを使用
することでアプレットの表示速度も向

上した。スクリプト言語を使用した拡張機
能として、ネットスケープナビゲーターは、
Javaスクリプト、Javaアプレット、プラグ
インを同期させて動作させる「LiveCon-
nect」機能を加えた。これに対してイン
ターネットエクスプローラは、HTMLコー
ドにVBスクリプトをはじめ、さまざまなス
クリプト言語を埋め込める「ActiveXスク
リプト」をサポートした。はたして、これ
らの独自拡張機能は互換性のあるものな
のか。どちらのブラウザー使っても、問題
なくページを見られるのか。これが
ROUND 3のテーマだ。

VSVS

独自拡張されたスクリプト言語の互換性は？

VBスクリプトとActiveXコントロールを駆使した派手
なページだ。ここではいくつかのコントロールが自動的
にインストールされる。ネットスケープでは何も表示さ
れない。
jhttp://www.cts.com/browse/jwalk/vbs/u
gly/main.htm

インターネットエクスプローラの場合ネットスケープナビゲーターの場合

結果レポート

メリット

デメリット

メリット

デメリット

オートインストール対応、非対応の分かれめ
<OBJECT>タグを使って
<OBJECT
codebase="http://www.futurewave.com
/fsplash.cab#version=1,0,1,0">
</OBJECT>
のようにセットアップファイルの場所を記述してあ
るサイトでは、ActiveXコントロールのオートインス
トールが行われる。CBSのページのように<EMBED>
タグを使い、セットアップファイルの場所を明記し
ていないサイトではこの機能は働かない（ただし、シ
ョックウェーブのように、タグに関係なくオートイ
ンストールが行われるAciveXコントロールもある）。

マイクロソフト社はW3C（World Wide Web
Consortium）とともに、プラグインを使ったサイ
トでは、<OBJECT>タグを使用することを推奨し
ている。

Javaスクリプト ActiveXスクリプト

1
2

2

CBSのニュースページにアクセスすると「Plugin

Not Loaded」のメッセージが表示される。ここ

で「Get the Plugin」をクリックする。

ネットスケープ社の「PLUG-IN FINDER」という

ページにジャンプする。ここに必要なプラグインの

情報が表示されていて、「DOWNLOAD」アイコ

ンをクリックすればVDOnet社のダウンロードサイ

トに行く。ここからVDOLiveビデオプレーヤーを

入手し、その後は、セットアップ、ネットスケープ

の再起動となり、214ページのネットスケープの

場合と同じ手順になる。

ネットスケープナビゲーターの場合

1
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ミッション・インポシブルのホームページ jhttp://www.missionimpossible.com/
index-frm.shtml

jhttp://www.microsoft.com/ie/most/howto/
mediahtm.htm

jhttp://home.netscape.com/comprod/products/
navigator/version_3.0/

比較サイト
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『AIFF』、『AU』、『MIDI』、

『WAV』の各ファイルの再生が

できる。このサイトでは、

<EMBED>タグを使用して、

ライブオーディオをページの中

に埋め込んでいる。<A>タグ

でリンクを張った場合は、ヘル

パーアプリケーションとして別

ウィンドウが表れる。また、

Javaスクリプトを使った記述

もできる。

『AIFF』、『AU』、『MIDI』、

『WAV』の各ファイルの再生

ができる。<EMBED>、<A>タ

グのほかに、<OBJECT>タグ

に対応している。

また<BGSOUND>タグを使用

すれば、プレーヤーのコントロ

ール部を表示させることなく、

BGMとして音声の再生ができ

る。

Activeムービープレーヤーのコントロール。バーを
スクロールさせると、好きな所から再生できる。

Activeムービープレーヤー
（インターネットエクスプローラ）

cCD-ROM収録先：Win→Activmov

オールラウンドなマルチメディアプレーヤーを
楽しむためのポイント

インターネットエクスプローラの追加コンポーネントで

あるActiveムービープレーヤーは、AVI、MPEG、

MOV、AIFF、WAV、AU、MIDIの各ファイルを再生

できる。さらにファイルのダウンロード中でも、ハード

ディスクにコピーした所まで再生できる「Progressive

Playback」という便利な機能をサポートしている。

『MOV』形式のファイル（QuickTime
ムービー）をHTMLタグで記述する場合、<EMBED>

タグと<A>タグを使うと、QuickTimeプラグインがな
ければ再生できない。<OBJECT>または<IMG 
DYNSAC>タグを使おう。タグの書き方が分からなく
ても、ActiveXコントロールパッドを使えば簡単に動
画を埋め込める。
ActiveXコントロールパッド
cCD-ROM収録先：Win→Activex

『MOV』ファイルと『MPEG』ファイ
ルを再生しようとすると「不正な処理」のエラーがで
ることがある。この場合、ディスプレイドライバーを
VGAか、メーカーが提供する最新バージョンのものに
変更してみよう。

QuickTimeムービーをホームページの中に
埋め込める。

マルチメディア
ネットスケープナビゲーターの「plus components」バージョンには、ライブオーディオとライ
ブビデオが付属している。また、インターネットエクスプローラには、追加コンポーネントとして
Activeムービープレーヤーが用意されている。これによって、両ブラウザーともにマルチメディ
アの表現力が強化された。動画や音声を使ったホームページ作成が比較的簡単になってきた今、
マルチメディアのサポートは気になるポイントだ。ROUND4では、ページを見る側と作成する側
の両面から、マルチメディアの対応状況を比較してみる。

再生可能なファイル形式とタグ表記の違いは？
【比較方法】

同じ形式のファイル
をページに埋め込む
のに、ブラウザーによ
って記述方法がどう
違うか、その結果ど
のように表示される
かを見ていこう。

ライブオーディオのカラフルなコントロールが
ページに埋め込まれている。

『AVI』ファイルの再生

ができる。サウンドファ

イルの場 合 と同 様 、

<EMBED>タグ、<A>

タグ、またはJavaスク

リプトで記述する。

『AV I』、『MPEG』、

『MOV』の各ファイルの

再生ができる。< IMG

DYNSRC>、<EMBED>、

<A>、<OBJECT>の各

タグで記述する。『MOV』

（QuickTime ムービー）

のHTMLソースについて

はActiveムービープレー

ヤーを参照してほしい。

動画

サウンド

ネットスケープナビゲーターの場合 インターネットエクスプローラの場合

ネットスケープナビゲーターの場合 インターネットエクスプローラの場合

ポイント2

ポイント1
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緊急企画 
ネットスケープナビゲーター3.0
インターネットエクスプローラ3.0

最新のHTML拡張
HTML 2.0と3.0が標準なのか、ネットスケープが標準なのかを答えるのは難しい。例えば、フレ
ームという機能は、現在W3Cが開発中のHTML3.2にも含まれていないが、多くのホームページ
で使用されている。インターネットエクスプローラ3.0の登場は、これにもう1本の軸を加えるこ
とになりそうだ。ホームページをDTPの領域まで拡張する「スタイルシート」は、ページデザイ
ナーにとって、互換性を捨ててでも取り入れたい機能に違いない。ROUND 5では、最新のHTML
拡張の中から、特に強力な機能を紹介しよう。

進化するホームページレイアウト
【比較方法】

両ブラウザーのホー
ムページでは、独自の
HTML拡張を駆使し
たデモページが用意
されている。ここで、
HTMLレイアウトが
どこまで進化してい
るかを体験しよう。

<MULTICOL>タグを使うと、新聞のレイアウト

のように、段組みを使ったページの作成ができる。

アトリビュート（属性）タグとして、段組みの数を

決める「COLS」、段と段の隙間をピクセル単位

で表す「GUTTER」、1段の幅を定義する「WIDTH」

がある。これまで段組みの効果には枠線のない表

を使用していたが、<MULTICOL>タグはこれに

比べて数倍簡単に段組みを作成できる。

<SPACER>はインデントや行間を調整するタグ

だ。アトリビュートタグには、インデントをきめ

る「HOL IZONTAL」と、行間を定義する

「VERTICAL」がある。どちらもネットスケープ

独自の拡張タグだ。

jhttp://home.netscape.com/comprod/products/navigator/
version_3.0/layout/examples/investment/

<MULTICOL><SPACER>を使ったサンプルページ

フローティングフレームを使えば、左図の茶色の

部分のように、ページの中に別のURLのページを

埋め込める。自分のホームページの一部に、別の

ホームページを埋め込むといった演出ができるわ

けだ。また、フローティングフレームを使用する

場合、フレーム内に余白を作りたくなければ

<BODY TOPMARGIN=0

LEFTMARGIN=0>と記述すればよい。

このほかにフレーム拡張タグとして、フレームの

スクロールバーや境界線を完全に消してしまう、

<FRAMEBORDER=0>と、<FRAMESPACING

=0>がある。

<MULTICOL>と<SPACER>

サンプルページ

jhttp://www.microsoft.com/workshop/author/newfeat/ie30html-
f.htm

サンプルページ

W3Cは、近い将来フレーム機能を標準タグにする
と発表している。

<IFRAME>（フローティングフレーム）

表を使わない段組みをサポートしたネットスケー

プとは対照的に、インターネットエクスプローラ

は<TABLE>タグに多くの拡張機能を取り入れ

た。<TABLE（TD） BACKGROUND>タグを使

えば、表の背景やセルごとに画像を貼り込める。

また、表の罫線に色を付ける「BORDER

COLOR」、罫線に影を付ける「BORDER

COLORLIGHT」と「BORDERCOLOR DARK」

の各アトリビュートをサポートした。左の画面で

はさらに、「RULES」アトリビュートを使って、

表の行や列ごとに罫線の有無を定義している。

「RULES」アトリビュートはHTML3.2に含まれ

る予定（HTML 3.2は協議中の規格で、現在いく

つかのタグが発表されている）。

<TABLE>拡張機能

HTML 3.2に含まれる予定のスタイルシートは、

今回紹介するHTMLの中で最も強力な機能だ。

<STYLE>タグを使えば、フォントのサイズと種

類、文字の色、背景の色、マージン幅などを自

由に設定できる。さらに左の画面のように、「レイ

ヤー」機能を使って文字の上に透明の文字を重ね

て表示することもできる。これまでAdobe社のア

クロバットリーダーなどを使わなければ表示でき

なかった、レイアウトの複雑な文書が、HTMLで

作成できてしまうわけだ。問題は、現在この機能

をサポートしているのがインターネットエクスプロ

ーラだけという点だ。しかし、かつて「Get

Netscape」と表示してフレームを使い始めたよ

うに、「インターネットエクスプローラ対応」のマ

ークをつけて、スタイルシートを駆使した美しい

ページを作成するデザイナーが増える可能性もあ

る。

<STYLE>（スタイルシート）

インターネットエクスプローラの場合

ネットスケープナビゲーターの場合
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入力したテキストがランダ

ムに動くJavaアプレット

がメイン。左のフレームは、

Javaスクリプトを使った

プログラムで、マウスを乗

せると絵が変化する。

<Script>タグの中で定義

された<FRAMEBORDER

=no BORDER=0>でフレ

ームの枠線を消している。

Javaアプレットは問題な

く動作する。大きな違いは、

Javaスクリプトを使用し

た左のフレームがプログラ

ムではなく、GIF画像にな

っている点だ。またインタ

ーネットエクスプローラの

<FRAMESPACING=0>

を使用していないので、フレ

ームの枠線が消えていない。

ネットスケープナビゲーターの場合 インターネットエクスプローラの場合

「plus components」バー

ジョンのネットスケープに

同梱されるLive3Dによっ

て、VRML2.0のアニメー

ション画像が再生される。

ビューアーの部分には何も

表示されず、クリックする

と「オブジェクト ハンド

ラ検出エラー」が出る。

マイクロソフト社のVRML

1.0 AvtiveXコントロール

をセットアップしても同様

にエラーが出る。

立体感のある左の模様は、

GIF画像の背景とフレーム

を使用したもの。右のフレ

ームではは<MULTICOL>

タグを使い2段組みの構成

になっている。インデント

や行間設定は、すべて

<SPACER>タグで行って

いる。

<MULTICOL>タグと

<SPACER>タグに対応し

ていないため、段組み、イ

ンデント、行間はすべて無

視されている。インターネ

ットエクスプローラの

<FRAMESPACING=0>

を使用していないので、フ

レームの枠線が消えていな

い。

インターネットエクスプローラは、ネットスケープにセットアップされたプラグイ
ンを利用して、対応ファイルを表示できる。このサイトでもネットスケープがセッ
トアップされていれば、Live3D対応のVRML2.0ファイルを再生できる。

【使用機能】

jhttp://home.netscape.com/comprod/prod
ucts/navigator/version_3.0/

LiveConnectリンクをクリック

Javaスクリプト Javaアプレット LiveConnect

【使用機能】

jhttp://home.netscape.com/comprod/pro
ducts/navigator/version_3.0/

Live3D対応VRML Javaスクリプト

Live3Dリンクをクリック

【使用機能】

jhttp://home.netscape.com/comprod/prod
ucts/navigator/version_3.0/layout/
examples/investment/

<MULTICOL>タグ <SPACER>タグ

「違い」と「すごい」を総まとめ
Round 1からRound 5までいろいろな角度から2つのブラウザーを比較してきたが、優劣の判定
となると編集部でも「ネットスケープ派」、「エクスプローラ派」のように、好みによって真っ二つ
にわかれてしまう。だが、これまでの比較で「何が違うか」は、かなり明らかになったはずだ。結論
として、どちらの拡張機能が一般的になるかは、どちらがより多くのシェアーを持つかによると言
える。ブラウザー戦争の行方は、ユーザーにとってますます目が離せないものになりそうだ。そこ
でラストラウンドは、この緊急企画のまとめとして、ユーザーやページ制作者にとってこの「違い」
がどう影響するのかを、具体的に見ていこう。

【比較方法】

ライバルの制作し
たホームページに
乗り込んで、相
手の拡張機能の
表示に挑戦する

判定
こんなに違う独自拡張の表示
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緊急企画 
ネットスケープナビゲーター3.0
インターネットエクスプローラ3.0

「Start the Show」ボタ

ンを押すと、フローティン

グフレームになっている画

像部分にActiveムービー

プ レ ー ヤ ー が 現 れ 、

MPEGビデオが再生され

る。一連の動作の関連付

けはVBスクリプトで定義

されている。

フローティングフレームに

対応してないため、画像

部分が表示されない。

「Start the Show」ボタ

ンを押しても、VBスクリ

プトを認識できないため、

エラーメッセージが表示さ

れる。

インターネットエクスプローラの場合 ネットスケープナビゲーターの場合

ページにアクセスすると、

ビューアーが表示され、

VRML1.0の画像が再生

さ れ る（ V R M L 1 . 0

ActiveXコントロールが必

要）。cCD-ROM収録

先： Win→Vrml30。

Live3Dビューアーは起動

せず、代わりにGIF画像が

表示される。

左右の「Cool」のうち、

右側はGIF画像を貼り付

けたものだが、左側はスタ

イルシートを使って文字を

重ね合わせたもの。また、

<MARGIN>タグによっ

て、ページ上部と左部の

余白を消している。

<STYLE>タグは無視さ

れ、装飾されていない文

字が並んでいる。ページの

余白も消されていない。

VRML2.0は、VRML1.0にアニメーション機能やサウンド効果を付加したもの。
VRML1.0用のビューアーでは2.0ファイルは再生できない。また、VRML2.0用のビュ
ーアーで1.0ファイルを正しく表示できないことがある。

【使用機能】

jhttp://www.microsoft.com/ie/most/
howto/mediavid.htm

ActiveXスクリプト（VBスクリプト）

jhttp://www.microsoft.com/ie/most/how-
to/vrml.htm

【使用機能】

jhttp://www.microsoft.com/ie/challenge/co
mparison/style.htm

スタイルシート

<BODY TOPMARGIN=0 LEFTMARGIN=0>タグ

<OBJECT>タグ（Activeムービー）

フローティングフレーム

強力なスタイルシート機能だが、インターネットエクスプローラ以外のブラウザー
で表示すると、まったく違った見え方になる。制作者は注意が必要だ。

ポ
イ
ン
ト

ここ
だけ
は

ポイ
ント
獲得

決定
!!

場外編

ネットスケープナビゲーター

マッキントッシュやUNIXなど16のプ

ラットフォームに対応

ネットスケープナビゲーターゴールドの

WYSIWYGエディターによる編集機能

ポ
イ
ン
ト

インターネットエクスプローラ

ホームページから無償ダウンロード。雑

誌などのメディアでの無料配布

MS Officeドキュメントなどをアプリ

ケーションごとインライン表示

VRML【使用機能】
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